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皇
帝
ツ
ァ
ー
と
地
主
と
資
本
家
に
よ
っ
て
搾
取
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
、
ロ
シ
ア
の
勤
労
階
級
の
男
は
、
教
会

の
坊
主
か
ら
常
に
「
お
前
ら
が
此
世
で
つ
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
人
は
三
人
あ
る
」
と
説
教
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
三
人
の
主
人
と
い
う
の
は
「
天
の
神
、
神
の
子
で
あ
る
ツ
ァ
ー
、
ツ
ァ
ー
の
子
で
あ
る
お
前

ら
の
主
人
、
雇
主
な
ど
三
人
で
あ
る
」
と
説
き
つ
け
ら
れ
、
屈
従
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

　
働
く
婦
人
は
一
層
ひ
ど
か
っ
た
。
坊
主
は
女
に
向
っ
て
十
字
架
を
ふ
り
か
ざ
し
、
恐
ろ
し
い
目
つ
き
を

し
て
命
令
し
た
。

「
お
前
が
一
生
命
令
に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
主
人
が
此
世
に
四
人
あ
る
ゾ
。
第
一
が
天
の
神
、
第
二

が
神
の
お
子
で
あ
る
皇
帝
、
第
三
が
お
前
ら
の
使
わ
れ
て
い
る
主
人
、
第
四
が
亭
主
だ
。
わ
か
っ
た
か
」

　
工
場
で
女
は
十
一
時
間
、
十
二
時
間
と
働
か
さ
れ
、
賃
銀
は
一
日
三
十
五
哥
カ
ペ
イ
キ（
三
十
五
銭
ぐ
ら
い
）
。

身
持
ち
に
な
っ
て
も
休
め
ば
ク
ビ
で
あ
る
か
ら
辛
棒
し
て
働
き
、
機
械
の
前
に
倒
れ
て
そ
の
ま
ま
赤
字
を

生
む
こ
と
さ
え
珍
し
く
な
か
っ
た
。
物
が
わ
か
る
と
、
獣
の
よ
う
な
生
活
か
ら
反
抗
す
る
か
ら
、
皇
帝
と

資
本
家
と
地
主
と
の
政
府
は
、
女
を
軽
蔑
し
て
学
問
を
さ
せ
ず
「
女
と
牝
鷄
は
人
間
で
な
い
」
と
い
う
こ﹅

と﹅
わ﹅
ざ﹅
で
女
を
圧
し
つ
け
て
、
搾
っ
た
。

　
農
村
の
女
は
、
ほ
ん
と
に
家
畜
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
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だ
が
、
女
が
工
場
に
働
き
、
農
村
で
働
く
う
ち
に
ス
ト
ラ
イ
キ
の
経
験
、
争
議
の
経
験
な
ど
に
よ
り
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
幸
福
と
い
う
も
の
は
自
分
達
が
団
結
し
て
、
皇
帝
ツ
ァ
ー
、
資
本
家
地
主
と
闘
い
、
そ
れ

を
う
ち
倒
し
自
分
ら
の
手
で
う
ち
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
は
じ
め
た
。

　
一
九
一
七
年
三
月
八
日
の
婦
人
デ
ー
は
世
界
の
働
く
婦
人
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
日
で
あ
る
。
ロ
シ

ア
の
働
く
婦
人
は
こ
の
日
「
パ
ン
と
平
和
を
よ
こ
せ
！
」
と
叫
ん
で
街
頭
に
溢
れ
出
し
、
幾
千
人
と
い
う

婦
人
が
憲
兵
と
勇
ま
し
く
闘
っ
て
、
遂
に
世
界
の
歴
史
を
新
し
く
し
た
革
命
の
第
一
の
口
火
を
切
っ
た
。

そ
の
頃
は
第
一
次
帝
国
主
義
世
界
戦
争
で
皇
帝
資
本
家
地
主
は
自
身
の
利
益
の
た
め
、
労
働
者
農
民
を
何

十
万
人
と
西
部
戦
線
で
殺
し
て
い
た
。
国
内
で
は
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
、
農
村
で
働
き
手
が
な
く
な
っ
て
、

パ
ン
が
欠
乏
し
、
全
く
窮
乏
の
ド
ン
底
に
陥
っ
て
い
る
の
に
、
搾
取
者
ど
も
は
、
猶
も
愛
国
主
義
を
ふ
り

立
て
て
、
労
働
者
農
民
を
大
砲
毒
ガ
ス
の
餌
じ
き
に
送
ろ
う
と
す
る
。
働
く
妻
、
働
く
母
、
働
く
娘
は
蹶

起
し
て
そ
の
収
奪
に
抗
争
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
十
月
革
命
は
大
衆
の
真
の
要
求
を
代
表
し
、
レ
ー
ニ
ン
を
指
導
者
と
す
る
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
（
ロ
シ
ア

共
産
党
）
を
支
持
す
る
大
衆
の
力
で
行
わ
れ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
農
民
の
国
家
が
建
設
さ
れ
た
。
働
く
婦

人
は
初
め
て
、
そ
の
働
き
に
ふ
さ
わ
し
い
価
う
ち
で
堂
々
と
新
し
い
社
会
を
建
て
る
た
め
に
直
接
政
治
に

も
参
加
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
に
お
い
て
初
め
て
七
時
間
労
働
制
。
同
一
労
働
に
対
し
て
男
女
同
額
の
賃
銀
、
産
前
産

後
四
ヵ
月
の
月
給
つ
き
休
暇
、
無
料
産
院
と
、
工
場
に
托
児
所
。
国
庫
全
額
負
担
に
よ
る
小
学
校
教
育
等

が
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
十
八
歳
に
な
れ
ば
男
も
女
も
選
挙
権
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
レ
ー
ニ
ン
が
革
命
後
間
も
な
く
モ
ス
ク
ワ
の
婦
人
労
働
者
会
議
の
席
上
で
「
古
い
、
不
正
な
、
婦
人
労

働
者
に
と
っ
て
堪
え
難
い
法
律
を
、
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
は
、
そ
の
最
も
下
の
土
台
石
に
至
る
ま
で
根
本
的
に

改
造
し
た
」
と
演
説
し
た
こ
と
は
全
く
正
し
く
、
而
も
、
革
命
後
十
五
年
目
の
今
日
、
第
一
次
五
ヵ
年
計

画
の
終
ろ
う
と
す
る
今
日
で
は
、
そ
れ
が
日
常
の
生
活
に
よ
っ
て
証
拠
だ
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
先
ず
賃
銀
は
一
九
二
八
年
に
比
べ
る
と
六
割
ば
か
り
一
般
的
に
上
っ
て
い
る
。
（
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
以
外

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
地
主
の
国
家
で
は
、
反
対
に
賃
銀
は
二
九
年
の
恐
慌
以
来
殆
ど
半
額
に
低
下
し
て
い
る
。

し
か
も
婦
人
労
働
者
は
そ
の
半
分
の
賃
銀
で
一
層
搾
ら
れ
て
い
る
）

　
失
業
者
は
一
人
も
い
な
く
な
っ
た
。
（
日
本
に
は
三
百
万
人
を
越
え
る
失
業
者
が
飢
え
て
い
る
。
欠
食

児
童
は
二
十
万
人
だ
。
他
の
国
と
と
も
に
資
本
主
義
国
全
体
で
は
四
千
万
人
以
上
の
失
業
者
が
仕
事
と
パ

ン
を
よ
こ
せ
と
闘
っ
て
い
る
）

　
農
村
も
五
ヵ
年
計
画
で
集
団
化
さ
れ
て
か
ら
、
耕
作
面
も
ひ
ろ
が
り
、
一
人
当
り
の
収
入
も
増
し
た
。

一
九
二
八
年
か
ら
見
る
と
倍
額
に
な
っ
て
、
一
人
当
り
二
百
三
十
四
ル
ー
ブ
リ
（
一
ル
ー
ブ
ル
一
円
）
か
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ら
二
百
五
十
ル
ー
ブ
リ
で
あ
る
。
集
団
農
場
に
は
ラ
ジ
オ
を
た
だ
で
き
け
る
ク
ラ
ブ
、
托
児
所
、
共
同
食

堂
等
が
あ
り
、
図
書
室
が
あ
り
、
農
村
婦
人
の
朝
夕
は
人
間
ら
し
い
楽
し
い
も
の
に
な
っ
て
来
た
。

　
農
民
、
工
場
に
働
く
男
女
労
働
者
の
た
め
に
は
、
昔
の
宮
殿
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
別
荘
が
み
ん
な
今
は

「
休
み
の
家
」
或
は
「
療
養
所
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
頃
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
停
留
場
で
さ
え
、
母
子
休
憩
室
が
つ
く
ら
れ
、
特
別
母
と
子
の
た
め
の
便

利
を
考
え
て
食
堂
ま
で
つ
い
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
托
児
所
、
共
同
食
堂
、
無
料
産
院
等
は
ド
ン
ド
ン
建

設
さ
れ
働
く
婦
人
の
重
荷
を
と
り
の
ぞ
い
て
い
る
。

　
こ
の
三
月
十
四
日
に
世
界
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
、
農
民
に
よ
っ
て
五
十
年
祭
を
行
わ
れ
た
マ
ル
ク
ス
は
、
有

名
な
『
共
産
党
宣
言
』
と
い
う
本
の
中
で
、
資
本
主
義
と
い
う
も
の
が
ど
ん
な
に
婦
人
大
衆
を
抑
圧
し
、

搾
取
し
、
奴
隷
の
よ
う
に
苦
痛
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
え
ぐ
る
よ
う
な
憎
悪
を
こ
め
た
言
葉
で
云

っ
て
い
る
。

「
男
子
の
労
働
は
婦
人
と
小
児
の
労
働
に
と
っ
て
か
え
ら
れ
る
。
（
中
略
）
た
だ
年
齢
と
性
と
に
よ
っ
て
、

使
用
上
に
費﹅
用﹅
の﹅
多﹅
少﹅
を﹅
生﹅
ず﹅
る﹅
だ﹅
け﹅
で
あ
る
」
と
。

　
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
働
く
婦
人
も
、
皇
帝
ツ
ァ
ー
、
資
本
家
地
主
に
屈
服
し
て
い
た
間
は
全
く
無
権
利
な
、
搾
ら

れ
る
生
き
も
の
で
あ
っ
た
。
人
間
が
人
間
を
搾
取
す
る
こ
と
と
闘
い
、
そ
れ
を
絶
滅
す
る
社
会
主
義
の
世
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の
中
だ
け
が
、
働
く
婦
人
の
幸
福
を
守
る
こ
と
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
の
働
く
婦
人
が
、
自
分
た
ち
の
闘
争

の
姿
で
わ
た
し
等
に
示
し
て
い
る
と
思
う
。

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
解
放
は
、
た
だ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
自
身
の
仕
事
で
あ
る
し
、
同
様
に
婦
人
労
働
者
の
解

放
も
（
そ
の
一
部
と
し
て
）
婦
人
労
働
者
自
身
の
仕
事
で
あ
る
」
と
レ
ー
ニ
ン
は
云
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
三
三
年
三
・
四
月
〕
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